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ピース⼋尾⽀店 ⽀援プログラム

【運動・感覚】 【認知・⾏動】 【⾔語・コミュニケーション】
プログラム

病気予防の知識等健康管理、安全のた
めのルール等⽣活習慣などのスキルを
⾝に付け、⽇常⽣活や社会⽣活を営む
訓練を⾏います。

SST

視覚・聴覚に訴える活動（ゲーム遊
び・指⽰出しゲーム等）を通して体を
動かしながら感覚処理や運動能⼒を⾝
に付ける。

しっかり話を聞くロールプレイ、シミュ
レーション、ゲームなどを通して、空間認
識など頭の中での情報整理や、⾊・形・数
など実際の⽣活に結びつけて、状況理解で
きる⼒、考え⾏動できる⼒を⾝に付けてい
く。

歌ったり⾊んな⾝体の部位を動かすこ
とでストレス発散・基礎⾝体能⼒の維
持・向上を図ります

楽器や道具を使った⾳楽遊びを通し
て、視覚・聴覚・触覚等の感覚を活⽤
していきます。

主な⾏事等

「社会で必要な⾃活⼒を⾝に付ける」①⾃活⼒ ②思いやり・理解⼒ ③最低限の学⼒
5領域を含めた総合的な療育を⾏い、法⼈理念に掲げる「⾃活⼒、思いやり・理解⼒、⽣きていくに必要な最低限の学⼒」を、
リトミックをメインとした様々な集団療育活動で楽しく学び⾝に付けられるようサポートします。

送迎実施の有無： 有り

家族⽀援 ご家族の預かりニーズ、兄弟間のトラブル相談、愛着⾏動の形成など、ご利⽤児様とご家族様との間に起こる様々な問題やニーズに関し、相談応対および連携
を図っていきます。

移⾏⽀援 公園外出の場合には地域の児童と遊ぶ機会を持ち、施設イベントにはご兄弟やお友だちを招待することで、地域交流を図ります。施設内では異年齢層の関わり
だけでなく、同年代の児童との関わりを推し進めることで、園や学校でのお友だちと上⼿に関われる⼈間⼒を育みます。

地域⽀援・
地域連携

相談⽀援事業所と連携を図り、担当者会議等を開催していき、より良い療育/⽀援提供に努めます。
必要に応じて園や学校送迎時に聞き取った申し送り等を他職員やご家族様と共有していきます。

⽀援⽅針

【健康・⽣活】

リトミック

⽀援内容（5領域）
【⼈間性・社会性】

⾊んな楽器や道具を⾝の回りの物に⾒
⽴てて活動することで感覚遊びと象徴
遊びを同時に体験し、発想⼒・想像⼒
を養います。

数、⾊、形、⼤⼩の違いなど基礎概念
理解を⽬的とした課題を⾏い、記憶
⼒、注意⼒、集中⼒等の向上も図りま
す。

ことばのプリント絵カード学習を繰り返し
⾏うことで、読み書き能⼒、⽇常⽣活に必
要なと物と⾔葉が紐づくよう⾔語の習得を
サポートします。課題の際の質問等で表出
⾔語を増やすサポートをします。

他者への質問やなぞり書き等で模倣⾏動を学んだ
り、読み聞かせで気持ちや感情について学び、プ
リント課題をこなしながら褒められたり励まされ
たりする中で、集団参加できていることを感じら
れるようサポートします。達成感を感じることで
⾃⼰肯定感のアップにも繋げます。

場⾯に応じた会話の練習、表情の理解を深
めるトレーニング等、実際の場⾯を想定し
てのロールプレイやゲームなどでのグルー
プ活動を⾏うことで、他者とのコミュニ
ケーションを図る。

いろんな場⾯のロールプレイングを経
験することで、⾃⼰理解と気持ちや情
動のコントロールができるようにサ
ポートします。

ビジョントレーニングで視覚を、聞いて覚
えるトレーニングで聴覚や記憶⼒を、ゲー
ムなどで成功体験を積むことで注意⼒など
の認知機能の向上を図ります。

⽇常⽣活で必要な⽂字や⾔葉の認識が深ま
る練習や、記憶⼒を活⽤した練習、推測し
て答える練習などを他者と交わりながら⾏
うことでコミュニケーション能⼒を養いま
す。

複数⼈で⾏う活動をすることで集団参
加を促します。認知機能を⾼めること
で⾃⼰理解や⼈間関係を円滑にするス
キルを養います。

ジェスチャーや楽器等でノンバーバル
なコミュニケーションを他者と交わす
ことで、表現⼒や受容⾔語・表出⾔語
の練習をサポートします。

即時反応を促す活動により、知覚から
⾏動への認知過程の発達をサポートし
ます。

細かい製作作業をすることで⼿先の不器⽤
さの改善を図り、季節感ある製作をするこ
とで視覚的刺激を受け、認知⼒がアップ
し、脳の活性化に繋げます。

⾊んな⽂房具の扱い⽅や、それに必要な⼒
加減を学び、紙を千切るなどの⼿指の器⽤
さの向上を図ります。お⼿本や他児の作品
を⾒ることで視覚的刺激による感覚の発達
や空間認知⼒の向上を図ります。

⾊の違いが識別できるサポートをしたり、説明を
聞き作業することで記憶⼒や認知の発達をサポー
トしたり、⾒本通りに作ったりすることで、視覚
や触覚の感覚活⽤を図ります。また参考イラスト
からアイデアを得たり⾃由なテーマで創作するこ
とで、計画的な⾏動⼒を⾝に付けます。

職員の質の
向上

府や市が提供している研修だけでなく、⺠間業者等が開催する講演・セミナー・様々なメディアによる研修等にスタッフが受講できるようシフト等の配慮を
し、職員の質の向上に努めます。

⾐服等の着脱、お箸や⽂房具の使い⽅、⾝だしな
みやトイトレなど、⽣活にまつわる動きが出来る
ように普段の⽣活に必要な⼿指のトレーニング及
び⼒加減を学び、体の不器⽤さを訓練し、⽣活リ
ズムや⾝の回りの管理などの向上を図ります。

バランス運動、協調運動、全⾝を使っ
た運動、指先や⼿⾸などの微細運動訓
練を⾏うことでボディイメージを⾼め
体の使い⽅の不器⽤さを改善します。

視覚・聴覚・触覚を活⽤し材料の準備や⼿
順などのステップを通して記憶⼒の強化や
数や量などの認知の習得に努めます。また
⾊んな料理やおやつを⾷べることで偏⾷を
減らす⽀援をします。

外で思いっきり体を動かし体⼒の向上を図
り、初めての場所でも清潔な⾷事や排せつ
などが出来るようサポートします。お出か
け先で怪我などしないよう安全に配慮する
ことで、⼼⾝の健康状態の維持に努めま
す。

踊る際に必要とされる、ダンスのお⼿本を
しっかり⾒る視覚の活⽤、全⾝運動、バラ
ンス感覚、柔軟さ、リズム感、体幹⼒と
いった、体の使い⽅を学べるようサポート
します。

普段しない上下肢の動きをするこ
とで間接の拘縮予防、筋⼒維持、
⾝体能⼒の向上を促していきま
す。

作品について⾃分の思いを伝えたり、作成過程に
ついての考えを他者と共有することで語彙⼒の向
上を⽬指します。また、話し⾔葉だけではない意
思の伝達・表出⾔語を作品を通して発信していけ
るようサポートします。

他児の作⾵に感化されることで模倣したり、そこ
から⾃分のオリジナリティを⾒つけたりしていく
ことで、⾃⼰理解・他者理解を経験していきま
す。グループで１つの作品を作ることで集団の中
でどのように⾏動すべきか、⼈との関係を意識し
安定した関係を形成する⽀援を⾏います。

美術/製作

コグトレ

机上課題

外出

クッキング

英語

ダンス

鉛筆や消しゴムを上⼿く使う為の指先
訓練や、迷路やパズルなどの視覚訓練
等を⾏い、触覚も含めた感覚を活⽤す
る時間を提供します。

⾊・形・⼤⼩などを学ぶことで⽇常⽣活に必要な
知識や概念を学びます。絵本などのイラストを⽤
いて、個々に必要な知識（睡眠、⾷事、トイレ
等）を学ぶ機会を提供します。⼀定時間机に向か
うことで学校などでの基本動作を⾝に付けます。

皆で同じ物を作ることで、役割分担や
協⼒する姿勢を学び、社会性や対⼈関
係の芽⽣えをサポートします。

⾷材や⼯程などで使う動詞・形容詞などの
語彙⼒向上、異年齢層の関わりの中で順番
や譲り合いの学び、役割分担で⼀つの物を
完成させる相互作⽤、等を学び、コミュニ
ケーションの⼤切さの理解を促します。

ダンスの⾒本を⾒て回りと同じ動きを
することで、集団で⾏動するスキルを
⾒に付け、社会性や対⼈関係の芽⽣え
を感じてもらいます。

動きやジェスチャーでの⾮⾔語コミュ
ニケーションに触れることで、⼀⼈で
はない楽しさや指⽰理解⼒の向上など
を体感してもらいます。

動きを模倣したり、他児とぶつからない距
離感を意識したり、⾳楽に合わせて体を動
かす意識をすることで、視覚・聴覚・空間
認知を刺激し、知覚から⾏動への認知過程
の発達を促します。

公園での順番待ちやルールある遊び、施設
等での他者との関わりなどを通して、普段
他児との関わりが少ない児童も他者と話す
機会を提供し、コミュニケーション能⼒向
上を⽬指します。怪我や体調不良などを⼤
⼈に伝えていく練習もします。

⾊んな外出活動や外遊びを通じて⼈や環境
との関わり⽅を学び、スタッフとだけでな
く他児とも遊ぶことで集団に⼊っていく練
習をします。⼩さな成功体験の積み重ねで
⾃信を育みます。

アルファベットや単語の発⾳を⾏うことで
⽇本語の会話とは違う「発声」のリハビリ
を⾏います。多⾔語を学ぶことで脳か活性
化し、記憶⼒を鍛え、⾊んな⼈がいる社会
⽣活について考える機会を提供します。

直線を多⽤する⼤⽂字のアルファベットを
書き慣れることで指先の運筆動作能⼒を訓
練します。また普段聞きなれないアルファ
ベットを⾒たり聞いたりすることで視覚や
聴覚の感覚を活⽤していきます。

アルファベットを視覚的・聴覚的に学ぶこ
とで感覚や認知の活⽤を促し、記憶⼒や
ワーキングメモリの向上を図ります。ま
た、何気なく使っている⾔葉も英語だと知
ることで、情報の認知も向上します。

アルファベットや単語を模倣することで発
声する機会を持ちます。⽇本語以外の表出
⾔語を学び、他国への興味を促し、様々な
⼈々とのコミュニケーションに意識を向け
てもらうサポートをします。

単語を⾔い真似る模倣を繰り返すこと
で、⾃⼰表現の幅を広げ、⾊んな⼈々
を関わろうとする社会性や⼈間性の向
上をサポートします。

⾷への興味を持ち、楽しく⾷事が出来たと
いう思い出を作っていき、⼿洗い/消毒/マ
スク着⽤など清潔を保つことで⾝体的な健
康状態を意識し、⽣活スキルを獲得すりょ
うに⽀援します。

包丁・⾷ばさみ・ピーラー・トングスな
ど、いろんな料理道具で切る/混ぜるなどを
⾏うことで⼿指の器⽤さの向上を図りま
す。⼿袋に慣れ、着⽤することで触れる物
が増えるなど、感覚過敏にも働きかけてい
きます。

個々のレベルに合った外遊び（遊具や運
動）に挑戦することで、運動能⼒を鍛え、
感覚統合を促します。公園等での粗⼤運
動・微細運動等も促し、体⼒維持・移動能
⼒の向上を⽬指します。

屋外活動により⼦ども⾃⾝の考える⼒や⾏
動のコントロール（あと〇分で帰る等の時
間の概念の体感や、外出時に必要なルー
ル、等）を学んでもらいます。



ピース⼋尾⽀店 ⽀援プログラム
発達⽀援

リトミック SST コグトレ 机上課題 外出 クッキング英語 ダンス 美術/製作
① 健康・⽣活
a) 健康状態の把握 〇 〇 〇
b) 健康の増進 〇 〇 〇 〇
c) リハビリの実施 〇 〇 〇 〇 〇 〇
d) 基本的⽣活スキルの獲得 〇 〇 〇
e) 構造化等により⽣活環境を整える 〇 〇

② 運動・感覚
a) 姿勢と運動・動作の基本的技能の向上 〇 〇 〇 〇
b) 姿勢保持と運動・動作の補助的⼿段の活⽤ 〇 〇 〇 〇 〇 〇
c) ⾝体の移動能⼒の向上 〇 〇 〇 〇
d) 保有する感覚の活⽤ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
e) 感覚の補助および代⾏⼿段の活⽤ 〇 〇 〇
f) 感覚の特性（過敏や鈍⿇）への対応 〇 〇 〇 〇 〇 〇

③ 認知・⾏動
a) 感覚や認知の活⽤
b) 知覚から⾏動への認知過程の発達 〇 〇
c) 認知や⾏動の⼿がかりとなる概念の形成 〇
d) 数量、⼤⼩、⾊等の習得
e) 認知の偏りへの対応 〇
f) ⾏動障害への予防および対応 〇

④ ⾔語・コミュニケーション
a) ⾔語の形成と活⽤ 〇
b) 受容⾔語と表出⾔語の⽀援 〇 〇
c) ⼈との相互作⽤によるコミュニケーション能⼒の獲得 〇 〇
d) 指差し、⾝振り、サイン等の活⽤ 〇
e) 読み書き能⼒の向上のための⽀援 〇 〇 〇 〇
f) コミュニケーション機器の活⽤
g) ⼿話、点字、⾳声、⽂字等のコミュニケーション⼿段の活⽤ 〇 〇 〇 〇 〇

⑤ ⼈間性・社会性
a) 愛着⾏動の形成 〇
b) 模倣⾏動の⽀援 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
c) 感覚運動遊びから象徴遊びへの⽀援 〇 〇 〇 〇
d) ひとり遊びから協同遊びへの⽀援 〇
e) ⾃⼰の理解とコントロールのための⽀援 〇 〇 〇 〇
f) 集団への参加への⽀援 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇


